
企画競争に関する質問及び回答（Q&A） 

最終更新日 2026 年 7 月 10 日 

独立行政法人情報処理推進機構 

件名：CEATEC2026 出展の企画・運営等業務 

項番 資料名 頁番号 項目名 質問内容 回答 回答掲載日 

1 公募要領 P.7 
5.2.（2） 

ヒアリング 

ヒアリングについて質問です。説明

と 質 疑 で 時 間 配 分 は ござ い ま す

か？（20 分説明、10 分質疑など）

また対面かオンラインかにもよる

と思いますがヒアリングの人数制

限はございますか？  

ヒアリングの時間配分は、提出書類等の受理

後、IPA がヒアリングを必要と判断した方にご

案内します。 原則、対面で説明者は、最大 4

人程度を想定しています。 

2026 年 

7 月 1 日 

2 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P.21 
2.2. 

IPA の出展概要 

ブースの位置・サイズの確定情報は

ございますか。 

ブースの詳細な位置は、現時点で確定していま

せん。契約後にお伝えします。出展予定エリア

と出展規模は、P21 2.2. IPA の出展概要に記載

のとおりです。 

2026 年 

7 月 1 日 

3 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P.23 
4.（1）① 

＜ブースについて＞ 

サブブースでの実施内容はどのよ

うな内容か決まっておりますでし

ょうか。 

サブブースの実施内容は確定していませんが、

「イノベーションを機能させる６つの構成要

素（別添 3 参照）」をそれぞれのブースで訴求

することを求めます。P23 4(1)①に記載のとお

り、最終的なブースの数はメインブースを含め

最大６つとし、契約後に IPA と協議の上決定

となります。 

2026 年 

7 月 1 日 



4 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P.24 
4.（1）①＜ブースの運営方

法について＞ 

ブースの展示の説明要員は IPA 職

員の方を想定されていますか？ 

 

P.24、4(1)①＜ブースの運営方法について＞に

記載のとおり、事業者様から、メインブースに

は複数名運営スタッフを、サブブースには運営

補助スタッフ 1 名ずつを置くことを求めてい

ます。サブブースの説明スタッフは IPA 職員

が中心となる前提です。 

2026 年 

7 月 1 日 

5 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P25/ 

P.26 

4．（1）② 

4.（3）⑥ 

展示物等はすべて日英対応でしょ

うか。 

P25 4（1）②来場者アンケート、 

P26  4（3）⑥ランディングページおよびウェ

ブコンテンツでは日英対応を求めています。そ

の他の展示物はすべてを日英対応必須として

いませんので、契約後の協議の対象です。 

2026 年 

7 月 1 日 

6 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P.24 
4.（1）①＜ブースの運営方

法について＞ 

受付の手配スタッフは英語対応ス

タッフが必須でしょうか。また、補

助スタッフはいかがでしょうか。 必須としていません。 

契約後の協議の対象となります。 

2026 年 

7 月 1 日 

7 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P.25 ４．（２）⑤ 

予算の中に、出展費用や一次幹線工

事費も含みますか？ 

CEATEC の出展申込及び出展料の支払いは、

IPA にて実施済みのため予算には含まれませ

ん。会場設営に必要な工事等は、予算内で実施

いただく想定です。なお、会場における工事の

規制等は CEATEC 事務局に 

ご確認ください。 

2026 年 

7 月 1 日 



8 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P.21 
2.3. 出展目的および訴求対

象 

過去の出展における「2050年の未来

社会」から、今回「2030年代の近未

来」へと年次設定を変更された背

景・意図についてお伺いさせてくだ

さい。こちらはリブランディングに

伴い、より「現実的な社会実装」の

姿を強調・提示したいという意図が

あってのお考えでしょうか。 

P.21、2.3.（1）に記載の「2026 年においては

こうした未来社会のビジョンの共有からさら

に進めて、近未来としての 2030 年代の社会

の姿を提示しつつ、その実現に向けた取組とし

て、AI トラスト、AI セキュリティ、データス

ペース、デジタル基盤整備、突出した IT 人材

を発掘・育成する未踏事業、デジタル人材育成

施策等を総合的に紹介する」がその趣旨となり

ます。 

2026 年 

7 月 10 日 

9 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P.23 
4.(1) 出展の企画・立案等

（メインブース） 

【別添４：イノベーションの構成要

素としての IPA の個々の取組・事

業アウトプット】における  

「メインブースのインスタレーシ

ョンに含めたい候補」についてお伺

いします。 これら「全ての具体的事

例（10 つの取組）」をインスタレー

ション内で詳細に説明することを

想定されていますでしょうか。  

あるいは、メインブースでは、要素

が繋がる「プラットフォームとして

の概念やビジョン」の直感的な体感

に重きを置き、個々の具体的な事業

解説はサブブース等で補完すると

いった役割分担の提案も可能でし

ょうか。  

【別添４：イノベーションの構成要素としての 

IPA の個々の取組・事業アウトプット】 

表のタイトルにあるとおり、“メインブースの

インスタレーションに含めたい候補となる

IPA の取組”です。あくまで候補ですので、ど

う取り入れるかは各事業者様のご提案の範疇

としてご対応下さい。 

（１）Social System Design Architected by IPA   

（３）IPA Digital Commons 

の関係については、別添 4 P.3 下部に記載の通

り、社会に新たな価値を提供するための設計機

能が（１）であり、そこで設計されたものが実

装され、公共財となったもの が（３）となり

ます。 その他の構成要素のまとめは後日採択

事業者と行います。現時点では IPA Book およ

び IPA ウェブページに記載された事業情報を

ご参照いただけます。 

2026 年 

7 月 10 日 



10 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P26 
4.(4) キービジュアルの制

作 

キービジュアル（KV）が表現すべき

「対象範囲」についてお伺いしま

す。 過去の出展では、メインコンテ

ンツ（教室等のインスタレーショ

ン）の体験イメージがそのまま KV

になっていたかと存じますが、今回

制作する KV は以下のどちらを現状

イメージされておりますでしょう

か。  

①「メインブースのインスタレーシ

ョン体験」そのもののイメージ  

② サブブース等も含めた「出展ブ

ース全体を包括するコンセプト・世

界観」 

P.26 4.（4）の、「キービジュアルは展示内容を

象徴する、シンボルとなるようなビジュアルデ

ザインであり、IPA の新ロゴ・ブランドメッセ

ージと親和性のある形状・図柄とする。」とい

う記載に準じて ご提案ください。 

 

2026 年 

7 月 10 日 

11 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P.22 3.作業概要 

展示全体の「タイトル」や「スロー

ガン」の扱いについてお伺いしま

す 。  過 去 の 「 LIFE2050 Live 

Anywhere」のように、今回の出展全

体を象徴するテーマタイトルやコ

ピーについても、本提案の中で開

発・ご提案させていただく想定でよ

ろしいでしょうか。  

（過去の「LIFE2050（タイトル） / 

Live Anywhere（コピー）」のように、

今回の企画提案において、我々事業

者が独自に開発・提案すべき対象を

明確にできればと思い、ご質問でご

ざいます。） 

P.22 3.作業概要の(1)～(9)に記載された内容

が提案の対象となっております。この範疇にお

いて、自由にご提案ください。 

 

2026 年 

7 月 10 日 



12 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P25 4.(2) ⑥（展示物の移送） 

オフィスへの設置後、当該展示物は

「オブジェ（シンボル）として視認

できれば良い」想定でしょうか。  

それとも、展示会場と同様に「オフ

ィスでも来客がインタラクティブ

に体験・操作できる機能（システム・

常時通電等）」を維持・再現させる必

要があるか、もしイメージがござい

ましたら、ご意向をご教示くださ

い。 

P.25 4.(2)⑥ の「設営したブース、インスタレ

ーション全体を別場所に移設することを前提

にするものではなく、 解体して部分的に再利

用できるパーツがあればよいものとする」との

記載に準じたご提案を想定しています。 2026 年 

7 月 10 日 

13 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P26 
4.(3)② LP 設置環境（サブド

メイン） 

ランディングページは「ipa.go.jp の

サブドメインに設置」とあります

が、サーバー・ホスティング環境お

よび CMS 等の構築環境は貴機構

よりご提供いただける想定でしょ

うか。 あるいは事業者側でサーバ

ーを用意し、DNS 設定（サブドメイ

ン割当）・SSL 証明書の手配を貴機

構と連携して行う想定でしょうか。  

（ 過 去 の 特 設 ペ ー ジ は

www.ipa.go.jp 配下のディレクトリ

に設置されていたと拝察しており、

今回の構成の前提を確認させてく

ださい。） 

ご指摘の通り、前年度公開した LP はサブドメ

インではなくディレクトリにて展開されてい

ます。 

また、今年度の LP についても www.ipa.go.jp

配下のディレクトリに LP を展開する想定で

す。 

2026 年 

7 月 10 日 



14 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P26 4.(3)③ LP の更新 

「契約期間内、随時 IPA の指示に従

って更新を行うこと」とあります

が、想定される更新の頻度・規模感

（例：会期前の情報追加、会期中の

日次更新、事後レポートコンテンツ

の追加等）について、もし現状のイ

メージがあれば、ご教示いただけま

すでしょうか 

更新頻度については、現時点では確定しており

ません。過去ご対応いただいた類似のイベント

等を参考に想定いただければと思います。 

2026 年 

7 月 10 日 

15 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P26 
4.(3)④ ウェブコンテンツ

の定義 

「各イベントの出展内容を周知す

るウェブコンテンツ」とは、  

LP とは別に制作するコンテンツ

（例：貴機構サイト内の告知ペー

ジ、DX SQUARE 等での紹介記事、

動画コンテンツ等）を指すと理解し

てよろしいでしょうか。  

もし現状、想定されている掲載先・

形式・本数感等がございましたらご

教示ください。 

P.26 4.(3)④に記載のウェブコンテンツとは、

ウェブ上に掲載されるコンテンツすべてを指

すものであり、すべてをランディングページ内

で完結させるか、別途コンテンツを制作いただ

くかは、事業者様の自由なご提案として想定し

ております。 

2026 年 

7 月 10 日 

16 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P23 
3. 作業概要（アクセシビリ

ティ） 

ウェブアクセシビリティチェック

（JIS X 8341-3:2016 / WCAG2.2 A・

AA）の対象範囲は、  

LP およびウェブコンテンツの日英

両言語の全ページと理解してよろ

しいでしょうか。  

また、チェック結果・修正結果の提

出フォーマットに指定（試験結果表

示の様式等）はございますでしょう

か。 

対象範囲はご認識の通りです。チェック結果、

修正結果などの提出フォーマットに指定はご

ざいません。 

2026 年 

7 月 10 日 



17 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P26 
4.(3) LP の実装方式（CMS

導入の要否） 

LP およびウェブコンテンツの実装

方式について、CMS（コンテンツ管

理システム）の導入は必須でしょう

か。 あるいは静的 HTML での構築

でも差し支えないでしょうか。  

（CMS を導入する場合、貴機構で

利用中・指定の CMS（および利用可

能なライセンス）はございますでし

ょうか。それとも事業者側で選定・

構築する想定でしょうか。）また、会

期中・会期後の更新作業は事業者側

で行う前提か、貴機構ご担当者様が

直接更新できる管理画面の提供を

想定されているか、運用イメージを

ご教示ください。  

（CMS を導入する場合、公的機関

のセキュリティ要件として脆弱性

診断や管理画面のアクセス制限等

の指定基準がございましたらご教

示ください。） 

採択事業者に対して詳細な情報を提供する想

定ですが、静的 HTML を納品いただき当機構

側で CMS に投入します。 

2026 年 

7 月 10 日 



18 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P26/30 
4.(3)・9.(3) LP 関連ドキュ

メントの納品要否 

LP およびウェブコンテンツに関す

るドキュメント類の作成・納品の要

否についてご教示ください。  

①サイトの仕様書・設計書（サイト

マップ、環境構成、要件定義書等）  

②更新・運用マニュアル（貴機構ご

担当者様が更新作業や公開後の運

用を行う場合の操作手順書等）  

③ソースコード一式・素材データの

納品要否と形式納入物件（9.(3)）に

は運営マニュアル等の記載はござ

いますが、LP に関するドキュメン

トの指定が見当たらないため、  

想定される範囲を確認させていた

だきたく存じます。（契約終了後に

貴機構または他事業者へ引き継ぐ

場合に必要となる範囲もあわせて

ご教示いただけますと幸いです。） 

提案時においては、P.30 9.（3）①の内容を遵

守いただければと思います。詳細については、

採択事業者に指示します。 

2026 年 

7 月 10 日 



19 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P26 

(3)展示周知用ランディング

ページおよびウェブコンテ

ンツの企画・制作 

サーバー・納品環境につきまして 

サーバーの技術構成： サーバー環

境（OS、Webサーバー、使用可能な

言語やバージョン）に制約はありま

すか。 

 

IPA は公式ウェブサイト(www.ipa.go.jp)の運

営に CMS(WebRelease2)を使用しておりまし

て、www.ipa.go.jp 配下にコンテンツを配置す

る場合は、サーバなどの構築は不要です。 

もし IPA のサブドメインを用いてサイトを展

開する場合は、Web サーバなどの環境をすべ

て用意いただく必要がございます。その構築に

おいては以下のような政府のセキュリティ基

準をすべて満たした構成での構築を想定して

います。 

 

政府機関等のサイバーセキュリティ対策のた

めの統一基準群 

https://www.cyber.go.jp/policy/group/general

/kijun.html 

 

安全なウェブサイトの作り方 

https://www.ipa.go.jp/security/vuln/websecur

ity/index.html 

2026 年 

7 月 10 日 



20 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P26 

(3)展示周知用ランディング

ページおよびウェブコンテ

ンツの企画・制作 
サーバー・納品環境につきまして 

納品形態： 静的HTMLでの納品で

よろしいでしょうか。それともCMS

への組み込みが必要でしょうか。 

 

www.ipa.go.jp 配下にディレクトリを設定し

LP を配置する場合は、静的 HTML にて納品

いただく必要がございます。 

納品の様式については、適切な方法を採択事業

者に指示します。 

 

もし、サブドメインにてランディングページな

どのサイトを公開する場合は、採択事業者で構

築されたシステムに依存するものになると理

解しております。 

2026 年 

7 月 10 日 

21 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P26 

(3)展示周知用ランディング

ページおよびウェブコンテ

ンツの企画・制作 

サーバー・納品環境につきまして 

作業境界： サーバーへの配置作業

はどちらが担当することになりま

すでしょうか（受託者による直接ア

ップロードもしくは、ファイル納

品）。 

 

www.ipa.go.jp 配下のディレクトリにコンテン

ツを配置する場合は、当機構に静的な HTML

および表示に必要な素材データ(画像、CSS、ス

クリプトなど)を一式お送りください。 

サブドメインにてコンテンツを配置する場合

は、採択事業者にて配置をお願いいたします。 

2026 年 

7 月 10 日 

22 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P26 

(3)展示周知用ランディング

ページおよびウェブコンテ

ンツの企画・制作 

サーバー・納品環境につきまして 

パスの指定： サブドメイン内での

ディレクトリ構造や、リンクの記述

（絶対パス／相対パス）に指定はあ

りますか。 

 

特定のルールはございませんが、選択する環境

に依存するものかと思いますので、適切な方法

を採択事業者に指示します。  2026 年 

7 月 10 日 



23 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P26 

(3)展示周知用ランディング

ページおよびウェブコンテ

ンツの企画・制作 

運用・スケジュールにつきまして 

テスト環境： 検証用のステージン

グ環境はIPA様でのご用意となりま

すでしょうか。 

 

 

www.ipa.go.jp 配下のディレクトリを設定しコ

ンテンツを配置する場合は、開発環境および検

証環境は当機構が保有している環境を利用い

ただけますが、サブドメインにてコンテンツを

配置する場合は、採択事業者で環境をすべてご

用意ください。 

2026 年 

7 月 10 日 

24 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P26 

(3)展示周知用ランディング

ページおよびウェブコンテ

ンツの企画・制作 

多言語対応につきまして 

実装方針： 日本語と英語の切り替

え方法に指定はありますか（URLの

デ ィ レ ク ト リ 分 け 、 ま た は

JavaScript に よ る 動 的 切り 替 え な

ど）。 

 

公式ウェブサイトと同様、URL のディレクト

リ分けで実施してください。 

2026 年 

7 月 10 日 

25 

事 業 内 容

（提案書概

要） ） 

P26 

(3)展示周知用ランディング

ページおよびウェブコンテ

ンツの企画・制作 

フロントエンド実装の共通制約に

つきまして対応ブラウザ・デバイ

ス： サポート対象とするブラウザ

（Chrome、Safari、Edge等）や、対

象デバイス（PC、スマートフォン）

の指定はありますか。 

 

公式ウェブサイトと同様に OS については、

Windows 、 MacOS 、 Android 、 iOS お よ び

iPadOS の 最 新 版 ブ ラ ウ ザ に つ い て は 、

Chrome、Safari、Edge の最新版を想定として

いただくのがよいと思いますが、詳細について

は、適切な方法を採択事業者に指示します。 

2026 年 

7 月 10 日 

26 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P26 

(3)展示周知用ランディング

ページおよびウェブコンテ

ンツの企画・制作 

フロントエンド実装の共通制約に

つきまして外部ライブラリ・フォン

ト：  JavaScriptの外部ライブラリ

（アニメーション用など）や、Web

フォントの使用に制限はあります

か。 

 

政府のセキュリティ基準を満たし、著作権など

知財の権利処理ができたものを使用してくだ

さい。なお、情報セキュリティの観点から来訪

者に許諾を取らず外部にデータを送信するよ

うな外部ライブラリを使用することは避けて

ください。 

2026 年 

7 月 10 日 



27 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P26 

(4) 展示内容を象徴する、シ

ンボルとなるようなビジュ

アルとしてのキービジュア

ルの制作 

素材及びレギュレーションにつき

ましてIPA様のデザインガイドライ

ンはご支給いただいておりますが、

新ロゴなどキービジュアルや、装飾

に使用できるロゴデータなどの素

材と素材のレギュレーション資料

があれば制作のためにご支給いた

だくことは可能でしょうか。 

 

提案には、P.22 2.3 参考（ウェブサイト）に

記載の資料等をご参照ください。ロゴデータ等

については、採択事業者に提供することを想定

しています。 
2026 年 

7 月 10 日 

28 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P26 

(5)展示エリア内で実施する

ミニ・セッションの企画・運

営 

ミニ・セッションにつきまして 

1日に最大2回ではなく、期間中4日

間のうち最大2日間実施し、1日の実

施では半日程度との理解でよろし

いでしょうか。 

 

ご認識の通りです。 

2026 年 

7 月 10 日 

29 

事 業 内 容

（提案書概

要） 

P21/P2

3 

P21 2.2 IPA の出展概要 / 

P23 4.作業内容  出展の企

画・立案等 

出展規模の出展面積 300 ㎡は、展示

の中心となるメインブースを含む

展示ブース最大６つ、コラボレーシ

ョン 

スペース１つ、受付 1 つの全てを合

わせた面積の認識で相違ないでし

ょうか。 

P.21 2.2. に記載された通り、ご認識に相違あ

りません。 

2026 年 

7 月 10 日 

 


